
 主要国クレーム実務まとめ（2016 年 4 月現在）  

主要国／項目別早見表 

*1: MPF ｸﾚｰﾑ…Means-Plus-Function ｸﾚｰﾑ 

項目 US EP CN KR 

数制限 

(料金) 

・独立CL3個以内、かつ全CL20個以

内：基本料金内 

・独立CL 超過手数料：$420/超過CL 

 CL 全数超過手数料：$80/超過CL 

・CL 数15 個以内：基本料金内 

・CL 数16 - 50 個：€235/超過CL 

・CL 数51 個以上：€585/超過CL 

・CL 数10 個以内：基本料金内 

・CL 数11 個以上：RMB 150/超過CL 

出願時は特になし。 

但し、審査請求料はCL数で変動 

(出願日が2014年3月1日以降： 44,000

ウォン/CLが追加， 

出願日が 2014 年 3 月 1 日より前： 

40,000 ウォン/CL が追加) 

従属関係 
・マルチ：可，但し、手数料：$780 要 

・マルチマルチ：不可 

・マルチ：可 

・マルチマルチ：可 

・マルチ：可 

・マルチマルチ：不可 

・マルチ：可 

・マルチマルチ：不可 

引用関係 ・他カテゴリーCL 引用可 ・他カテゴリーCL 引用可 ・他カテゴリーCL 引用可 ・他カテゴリーCL 引用可 

形式 
・一部形式：可(原則、一部形式) 

・二部形式：可 

・一部形式：原則不可 (規則43) 

・二部形式：可 

・一部形式：可（主に化学分野） 

・二部形式：可(主に機械・電気分野) 

・一部形式：可 

・二部形式：可 

項番 ・CL 削除時は項番繰上、不可 ・CL 削除時は項番繰上、要 ・CL 削除時は項番繰上、要 ・CL 削除時は項番繰上、可能（任意） 

特許適格 

・プログラム：原則、不可 

MPF ｸﾚｰﾑ*1 の場合等、例外あり。 

・媒体：可 

・ビジネス特許：可だが難 

・プログラム：可  

・媒体：可 

・ビジネス特許：可だが難 

・プログラム：不可 

・媒体：不可 

・ビジネス特許：不可 

・プログラム：媒体に格納されたプログ

ラムは可(2014 年7 月1 日以降の出願

から適用，審査基準) 

・媒体：可 

・ビジネス特許：可だが難 

単一性 

・他国より厳しい 

・2 以上の「独立した区別可能な」発

明がある場合、単一性違反 

・単一性判断は PCT に同じ 

・原則1 カテゴリー/1 独立CL 

(規則43) 

・単一性判断は PCT に同じ ・単一性判断は PCT に同じ 

参照符号 つけない(限定解釈を避けるため) 
つけなければならない 

(限定解釈にならない，規則43) 
どちらでもよい 

どちらでもよい 

(限定解釈にならない，大法院判例) 

記載要件 

・MPF に注意 

・図示されない CL 要素不可 

・サポート要件は、他国より緩い。 

サポート要件は、厳しい。 サポート要件は、厳しい。 サポート要件は、厳しい。 

移行語 

・comprising：開放解釈 

・essentially consisting of：半開放解釈 

・consisting of：閉鎖解釈 

・ "characterized in that" 又 は 

"characterized by" 

・包括、具備、具有：開放解釈 

・由～組成、構成：閉鎖解釈 
米国の実務にほぼ同じ 


